
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

テキスト 前回の復習

あいさつの手話表現について学ぶ。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話実技②自己紹介（名前、指文字）:指文字を用いて、自分の
名前を正確に表現できる。

各コマに
おける

授業予定
名前の手話表現や指文字について学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話実技③自己紹介（家族、数字）:家族構成や数字（年齢・人
数等）を提示できる。

各コマに
おける

授業予定
家族や数字の手話表現について学ぶ。

ろう者講師、聞こえる講
師

実務経験と
その関連資格

科  目  名

言語聴覚士学科

手話

科　目　区　分

【全面改訂版】手話を学ぼう手話で話そう：手話奉仕員養成テキスト

聴覚障害者のコミュニケーション手段、文化を学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

4校舎401教室月曜２限昼間部１年生 教室名

目で見る授業となります。講師の先生にしっかり注目して受講してください。

担 当 教 員

使用教材

テキスト

授業以外での準備学習
の具体的な内容

シラバスに目を通し科目
の目的を理解する

第
5
回

第
2
回

テキスト 前回の復習

第
3
回

テキスト 前回の復習

内　　　容

講師紹介、手話実技①あいさつ:相手に応じた適切な挨拶の手
話表現を習得する。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト 前回の復習

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話実技④疑問詞、会話表現:疑問詞を使い、簡単な日常会話
のやり取りができる。

2026

その他 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業後は学生同士で手話表現をし合って身体で復習してください。

最終授業での実技評価（５０点）と学期末試験での記述評価（５０点）を行い、合計で６０点以上を合格とする。

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

疑問詞の手話表現や学生同士で手話での会話を学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話実技⑤地理、地図案内:地名や施設名を使い、基本的な道
案内を表現できる。

各コマに
おける

授業予定
道案内、各施設や名所、名物などの手話表現について学ぶ。



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話実技⑥時制:時系列（過去・現在・未来）を正しく使い分けら
れる。

各コマに
おける

授業予定

過去/現在/未来、午前/午後、今日/明日/昨日など時系列の手
話表現を学ぶ。

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

手話実技⑦医療現場で使える手話:身体部位や体調不良の訴
えを理解し、表現できる。

各コマに
おける

授業予定

テキスト

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

テキスト 前回の復習

身体や体調を表す手話表現を学ぶ。

前回の復習

第
8
回

テキスト 前回の復習

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

実技試験:これまでに習得した表現を用いて手話による意思疎
通が行える。

各コマに
おける

授業予定
これまでの授業の中から、手話表現の実技を行う。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
10
回

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
14
回

第
12
回

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標


